
＜他集落との連携，高齢農家等への支援を実施している事例＞

○「農作業応援隊」との連携で農作業生産活動を継続

１．集落協定の概要

市町村･協定名 茨城県北茨城市 小木板谷
きたいばらきし こ き た が や

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
10.8 ha 水稲
交 付 金 額 個人配分 49％
144万円 共同取組活動 役員報酬 5％

51％ 農道・水路整備費 46％（ ）

協定参加者 農業者 28人、非農業者4人

２．取組に至る経緯

・小木板谷集落では，従来から，それぞれの農家が自分たちで農地を管理してきた。し

かし，近年では農業者の高齢化が進行し，これに伴って集落における農業者間の連携の

希薄化，耕作放棄地の発生が懸念されるようになってきた。

このため，既存組織であった「小木板谷稲作研究会」を基盤として中山間地域等直接

支払制度に取り組むこととし，集落協定の締結に至った。締結にあたっては，これまで

個人で取り組んできた農道や水路の管理や耕作放棄地の発生防止などについて，今後ど

のように集落として取り組んでいくか，何度も話し合いを行った。

３．取組の内容

・農道，水路の整備管理及び周辺林地の下草刈りに加え，省力化のための無人ヘリコプ

ターを使用した空中散布や土手焼きによる病害虫防除作業を共同で行っている。

・集落の高齢化が進行しているが，収穫や乾燥・調製作業を認定農業者に委託すること

で，稲作が継続されている。

・協定参加者の一名が，高齢化により農作業が困難になってしまい，代わりに親戚が協

定農用地を耕作するようになった。これをきっかけに，集落の周辺住民の作業協力を受

けるようになった。平成２１年４月には，このような集落外からの支援が集まり 「農作，

業応援隊」が結成された。現在，集落外の協力者９名（うち非農業者６名）が参加して

おり，草刈りなどの共同取組活動への参加にも活動が発展し，協定農用地における耕作

が継続されている。

協定農用地の様子と群生する彼岸花 周辺林地の下草刈り及び用水路管理



［集落の将来像]
担い手への農作業の委託及び多面的機能の持続的発揮に向けた非農家との連携による継続的な○

営農体制の整備

［将来像を実現するための活動目標]
○協定地域における適正な農業生産活動を継続する。
○共同取組活動により水路・農道管理を継続する。
○共同取組活動により周辺林地の下草刈りを継続する。
○新たに認定農業者を育成する。

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備>

農地の耕作・管理（田11ha） 周辺林地の下草刈り 担い手への農作業の委託
（約3.0ha、年1回） （集落の認定農業者に収穫作業

個別対応 を2ha委託)
個別対応

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路6.4km、年2回

清掃、草刈り 多面的機能の持続的発揮に向け
・道路9.0km、年2回 草刈り た非農家・他集落等との連携

（多面的機能増進活動を非農家
共同取組活動 ９名と連携）

共同取組活動
農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

集落外との連携
耕作放棄地を防止するため，農作業応援隊（９名で構成され内非農家は６名）を結○
成し，家を出た人（兄弟）の農家と連携した保全活動を実施。農作業応援隊の役割分
担は主に農作業補助（植えつぎ等）として活動を行っている。

４．取組による変化と今後の課題等

・協定活動が継続され，農地法面等の管理保全が適正に行われた結果，年々，協定農用

地の周囲に彼岸花が増加し咲き誇るなど，美しい農村景観が形成されている。

・非農家との連携に取り組み，高齢化等を乗り越え保全活動を継続的に行うための体制

が強化された。

・今後さらに進行する恐れのある高齢化への対応を，農作業応援隊の協力と併せて集落

全体でカバーし，集落における耕作放棄地の発生を未然に防いでいきたい。

［平成21年度までの主な成果］
○ 水路・農道が確実に管理され，農業生産活動の継続につながっている。
○ 協定農用地面積のうち約2.1haについて，担い手への農作業委託（稲刈り，乾燥，モミすりなど）が
進んだ。

○ 彼岸花の群生は，その美しさに集落外からアマチュア写真家が訪れるほどであり，農村景観の保全
に資するだけでなく集落の自信にもつながっている。




